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令和６年度 指定管理施設の管理運営に関する月次評価について 
 

施設所管課名：民生局福祉こども部障害福祉課 

 

１ 施設概要 

施設名称 福祉援護センター（かがみ田苑） 

指定管理者名 社会福祉法人 横須賀市社会福祉事業団 

指定期間 令和２年（2020 年）４月１日～令和７年（2025 年）３月 31 日（５年間） 

 

２ 月次評価 

評価月 評価 

４月 

利用者の特性に合わせた日常生活支援や機能訓練等が実施されてい

た。年度初めに伴い、特別支援学校からの新規利用者の受け入れにあた

っては、入苑後の状況について、支援学校教員との会議により情報共有

などが行われていた。また、新規採用職員については、支援方法などの

職員育成に取り組んでいた。 

５月 

利用者の特性に合わせた日常生活支援や機能訓練等が実施されてい

た。法人組織内でのリスクマネジメント会議が開催されていた。また、

当月は利用者の定期健康診断の実施にあたり、障害者対応の経験が豊富

な医師の往診により、円滑に実施されていた。 

６月 

利用者の特性に合わせた日常生活支援や機能訓練等が実施されてい

た。現場実習のため、神奈川歯科大から学生を受け入れ、地域貢献に努

めていた。施設職員が「TEACCH プログラム実践論～自閉症理解とコミュ

ニケーション～」「横須賀市障害関係施設協議会中堅職員部会」に参加し、

職員の資質の向上に取り組んでいた。 

７月 

利用者の特性に合わせた日常生活支援や機能訓練等が実施されてい

た。施設職員が、「自閉症の基礎研修」「障害者の虐待防止・身体拘束等

の適正化」「強度行動障害支援者養成基礎研修」などの外部研修に参加し、

資質の向上に取組んでいた。また、利用者の健康づくりの一環として、

例月は海岸など施設周辺を散歩しているが、夏場は日中の気温が高く、

熱中症などのリスクを考慮し、代替として簡易プールでの水遊びを実施

していた。 
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８月 

利用者の特性に合わせた日常生活支援や機能訓練等が実施されてい

た。施設内の農園でミニトマト・サツマイモ・バジルなどを栽培し、利

用者の作業支援の一環として収穫体験が行われていた。また、収穫した

野菜は、給食の食材として活用されていた。新型コロナウイルス感染症

の罹患者の増加を受け、４日間（８月 13 日から 16 日まで）を臨時休苑

とした。 

９月 

利用者の特性に合わせた日常生活支援や機能訓練等が実施されてい

た。新規採用及び新規配属の施設職員が「虐待防止研修」を受講してい

た。また、主査や主任などの中堅職員も、「相談支援従事者初任者研修」

「市障害関係施設協議会中堅職員部会」「高次脳機能障害セミナー」など

を受講し、施設職員の資質向上に取組んでいた。施設内の農園では大根

やホウレン草などを栽培し、利用者の作業支援の一環として収穫体験が

行われ、収穫した野菜は、給食の食材として活用されていた。 

10 月 

利用者の特性に合わせた日常生活支援や機能訓練等が実施されてい

た。神奈川歯科大短期大学部から現場実習の学生を受け入れ、地域貢献

に努めていた。施設職員は「感染症予防講演会」「虐待防止研修」「自閉

症支援セミナー」などを受講し、資質向上に取組んでいた。施設内はハ

ロウィンの飾りつけを施していた。また、希望する利用者は、仮装した

うえで記念写真を撮っていた。 

11 月 

利用者の特性に合わせた日常生活支援や機能訓練等が実施されてい

た。施設職員は、「強度行動障害実践研修」や「虐待防止研修」の他、横

須賀市障害関係施設協議会主催の「交流研修」などを受講し、資質向上

に取組んでいた。市内須軽谷のミカン農家の方にご協力をいただき、利

用者がミカン狩りを体験した。実施にあたっては、転倒防止のため傾斜

地を避けるとともに、他のミカン狩り客と交錯しないよう、時間帯や区

画に配慮して実施していた。 

12 月 

利用者の特性に合わせた日常生活支援や機能訓練等が実施されてい

た。施設のエントランスにクリスマスツリーを設置していた。また、施

設で赤い帽子や白い付け髭を用意し、希望する利用者がサンタクロース

に扮して記念写真を撮っていた。25 日の給食のデザートには、ケーキを

３種類（ショートケーキ・モンブラン・チョコレートケーキ）用意し、

利用者が選択できるようにしていた。 
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１月 

利用者の特性に合わせた日常生活支援や機能訓練等が実施されてい

た。毎年、年度末に実施している保護者面談を実施した。保護者に利用

者の施設での状況を説明するとともに、保護者から家庭での様子などを

聴取し、利用者の実態把握に努めていた。 

２月 

利用者の特性に合わせた日常生活支援や機能訓練等が実施されてい

た。個別支援活動の一環として、近隣の店舗への買い物に付き添うこと

で、社会参加の支援をしていた。 

３月 

利用者の特性に合わせた日常生活支援や機能訓練等が実施されてい

た。生活介護の作業支援では、利用者の特性に合わせた作業を実施、相

談支援事業では、指定管理者変更に伴う引継ぎ業務を実施していた。ま

た、引き続きコロナやインフルエンザ対策として、マスクの着用や手洗

い等により、利用者及び職員の健康管理に注意していた。 

 


